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「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」と
は
、
2
0
2
5

年
問
題
と
呼
ば
れ
る
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
る
に
当
た
っ
て
国
が
行
っ
て
い
る
病
床

再
編
の
目
玉
の
一
つ
と
し
て
創
設
さ
れ
た

病
床
（
病
棟
）
で
す
。
国
の
考
え
は
、
急

性
期
病
床
特
に
超
急
性
期
病
床
は
そ
の
役

割
を
更
に
先
鋭
化
さ
せ
、
専
門
診
療
、
高

度
診
療
に
徹
す
る
こ
と
と
し
、
地
域
に
必

要
な
一
般
的
な
診
療
に
よ
り
こ
れ
ら
専
門

病
床
が
疲
弊
し
な
い
仕
組
み
を
作
る
と
共

に
、
よ
り
地
域
社
会
に
溶
け
込
み
身
近
に

医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
病
床
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
の
包
括
と

は
、
別
に
マ
ル
メ
診
療
（
費
用
が
ほ
と
ん

ど
包
括
さ
れ
る
）
の
包
括
で
は
な
く
、
包

括
す
る
の
は
お
金
で
は
な
く
「
地
域
」

「
地
域
社
会
」
で
す
。
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
概
念
と
同
じ
で
す
。
そ
し
て
、

い
雰
囲
気
の
病
棟
で
す
。

　

私
た
ち
病
棟
の
特
徴
と
し
て
は
、
医

師
・
看
護
師
・
栄
養
士
・
リ
ハ
ビ
リ
・
薬

剤
師
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
介
護
福

祉
士
な
ど
多
職
種
で
一
人
一
人
の
患
者
様

の
入
院
か
ら
退
院
ま
で
を
チ
ー
ム
で
支
援

し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
内
容
を
2
つ
紹

介
し
ま
す
。

①
入
院
時
か
ら
早
期
退
院
を
目
指
し
て
、

入
院
前
の
状
況
を
把
握
し
、ス
ム
ー
ズ
に

自
宅
や
施
設
に
帰
れ
る
よ
う
に
退
院
後

の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、ケ
ア
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
退
院
前

に
は
家
族
様
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ス
タ
ッ
フ
や
、
訪
問
診
療
担
当
医

師
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
一
緒
に

退
院
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
、
自

宅
で
の
生
活
環
境
や
社
会
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
患
者
様
や
家
族
様
と
の
関
係
性
を
築
き

要
望
や
不
安
要
素
を
知
り
、
週
1
回
多

職
種
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
て
い

　

ま
す
。
多
職
種
の
色
々
な
視
点
か
ら
患

者
様
の
事
を
考
え
安
心
・
安
楽
に
入
院
生

活
が
送
れ
る
ケ
ア
の
提
供
を
行
っ
て
い

　

ま
す
。

　

私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
は
良
質
な
ケ
ア
の
提
供

を
常
に
考
え
患
者
様
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
病
院
の
理
念
で
あ
る「
や
さ
し

く
命
を
守
る
」を
誠
心
に
、
丁
寧
に
患
者
様

や
家
族
様
と
関
わ
り
を
持
ち
、
寄
り
沿
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、一
人
一
人
の
想
い
を
大
切

に
し
、
そ
の
想
い
に
沿
っ
た
看
護
を
提
供
し

て
い
く
努
力
を
こ
れ
か
ら
も
忘
れ
ず
に
、
患

者
様
や
家
族
様
か
ら「
こ
の
病
院
で
良
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
日
々
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

実
際
ど
の
よ
う
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
く
か
と
言
う
と
、
「
急
性

期
と
慢
性
期
の
間
の
治
療
と
在
宅
復
帰
に

向
け
た
退
院
の
準
備
を
す
る
病
棟
」
と
考

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
早
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
介
護
支
援
を
受
け
て
生
活
し

て
お
ら
れ
る
方
々
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
事

で
体
調
を
崩
さ
れ
ま
す
。
少
し
の
治
療
と

療
養
で
ま
た
元
気
に
在
宅
生
活
が
で
き
る

よ
う
入
院
を
受
け
入
れ
て
行
く
の
も
役
割

の
一
つ
で
す
。
ま
さ
に
、
国
が
提
唱
す
る

「
時
々
入
院
ほ
ぼ
在
宅
」
を
担
う
病
床
が

こ
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
で
あ
り
ま

す
。

　

当
院
で
は
近
隣
の
超
急
性
期
病
院
様
や

介
護
施
設
様
と
連
携
さ
せ
て
い
た
だ
く
中

で
、
慢
性
期
病
床
で
は
な
か
な
か
お
受
入

し
が
た
い
病
態
の
患
者
様
で
も
ス
ム
ー
ズ

に
受
け
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
窓
口
病
棟

と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
患
者
様
の
在

宅
復
帰
（
施
設
等
含
む
）
の
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
を
全
力
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
２
月
よ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

と
な
っ
て
約
半
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

A
2
病
棟
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
と
い

う
こ
と
で
、
近
隣
の
病
院
や
関
連
施
設
か

ら
、
一
日
に
何
人
も
の
患
者
様
が
入
院
し

て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
か
な
り
目
ま
ぐ

る
し
く
日
々
が
過
ぎ
て
い
る
状
況
で
す
。

し
か
し
、
忙
し
い
中
で
も
ス
タ
ッ
フ
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
良
く
、
明
る

開
設
の
目
的
と
役
割

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が
も
つ

2
つ
の
大
き
な
活
動
内
容

開
設
日
　
平
成
29
年
2
月
1
日

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
開
設
し
ま
し
た
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◎地域包括ケア病棟におけるリハビリ
　　　～退院先での生活を見据えたプログラムを実施
　地域包括ケア病棟におけるリハビリテーションでは、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士をバランスよく配置

し、患者様に当院からスムーズに自宅や元の施設などの住み慣れた場所に戻っていただくことを第一の目標に掲

げ、日々の臨床業務に取り組んでいます。患者様のリハビリの進捗状況は、常に医師、看護師、ソーシャルワーカー等

の他職種と共有しています。

　各々の療法においては、掲げた共通の目標に対して、個別性の高いリハビリを高頻度でご提供しています。理学

療法士は寝返り・起き上がり・座位・立ち上がり・立位保持・歩行等の基本的動作、作業療法士は食事・排泄・整容・入浴

等の日常生活動作、言語聴覚士はコミュニケーションや摂食・嚥下に対して、

それぞれ主にアプローチしています。例えば、「退院先で安全に食事を摂取

できる」ことを目標とする場合、理学療法士は食事に際しての適切な座位、

作業療法士は箸やスプーンの効果的な使い方、言語聴覚士は食物を安全に

飲み込む能力（嚥下機能）の獲得や向上などを目指したリハビリを進めてい

きます。

　退院先と病院では、生活環境、関わる人など患者様を取り巻く環境は大き

く異なります。その点を視野に入れた療法の実施にも留意しています。例え

ば、床からの立ち上がりは難しい方が、退院先では床に敷いた布団で寝起き

しなければならないような場合、作業療法室にある畳の上での練習を取り

入れて安全な方法で実施できるよう支援したり、動作の実施が困難であれ

ば、福祉用具の利用や住宅改修に関するご提案などもさせて頂きます。

　これからも、スタッフ一丸となって、患者様お一人おひとりに対して質の高

いリハビリをご提供してまいります。
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すー
ちゃん

まいる
くん

「すーちゃん」と「まいるくん」の この人に話しを
聞いてみたい！

今回は平成29年度入職のA5南病棟の福山 智章さん、

管理栄養士の松本 優香さんにお話を聞きました。

平成29年度新人紹介平成29年度新人紹介

 私は、熊本県出身です。もともとは地元に就職予定でした。しかし、知り合いも居ない全く新しい環境で働くこと

で自分自身が何か変われるのではないかと思い地元を離れた土地に就職しようと考えました。

 そして、私の勝手なイメージでとても明るく楽しく働けるのではないかと思い大阪で就職を探しました。そして、関

西最大級の医療法人である錦秀会グループを見つけました。

　また、病院の理念にもとても共感を持ちました。その中でもケアミックス型病院の阪和第二泉北病院でなら様々

な分野が学べるのではないかと思い錦秀会で働きたいと決めました。内定を頂いた時から期待と不安を持って入職

しました。

　私の配属された病棟は、人工関節病棟でした。私以外は女性スタッフで正直上手くやっていけるか不安でした。

しかし、業務に入ってからは看護師さんから毎日「仕事きつくない？」「大丈夫？」など声をかけて頂きました。初め

ての経験ばかりですが、実施指導者や他の先輩看護師の方々がとても丁寧に説明、指導して下さいました。そのお

かげで少しづつですが業務に慣れることが出来ました。

　看護師であっても、男性である為に女性の患者さんのケアに入れな

いことがあります。患者様の羞恥心に配慮する事も、とても重要な看

護だと思い、自分のできるケアを見つけ実践していきたいと思いま

す。まだまだ知識や技術も未熟な私ですが、先輩方に早く追いつける

ように日々努力したいと思います。

　また、私は、病棟のスタッフの方々や同期の友人に出会えたことに

とても感謝しています。大阪に出てきて良かったと心から思います。

看護師として成長することはもちろんですが、この一期一会の出会い

を大切にし「思いやりの心」「感謝の心」を忘れずに頑張ります。

 私は食べることが好きで、食を通して病気で苦しむ方の力になりたいという思いから管理栄養士として病院で働く

ことを決意しました。新人研修などを通して、阪和第二泉北病院で働く全ての人が患者様のためにという共通意識

を持っていると感じ、そのような病院で働けることを非常に嬉しく思います。

 現在は研修として主に調理業務に携わらせていただいており、患者様が直接口にされるものを調理することの責任

の大きさを実感する日々です。覚えるべきことが多く、大変ではあり

ますが、先輩方が他の業務もある中で優しく丁寧に指導してくださっ

ており、充実した毎日を過ごすことができています。栄養部では、安

心安全であることはもちろん、美味しく、見た目も美しい食事を提供

できるよう全員が協力して業務を行っています。

　私も一日でも早くその一員として患者様の力になれるよう日々努力

していきます。そして、今後は直接患者様と関わる業務もできるよう

になっていきたいです。

錦秀会　阪和第二泉北病院に入職して 福山　智章A5南病棟

患者様のために安心安全で美味しい食事を 松本　優香管理栄養士
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私
が
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
配
属
に
な
っ
て
か
ら
、

約
2
年
が
経
ち
ま
す
。
当
初
の
印
象
は
、
穏
や
か

な
死
を
迎
え
る
患
者
様
は
少
な
く
、
薬
剤
や
ケ
ア

に
早
急
な
判
断
が
必
要
で
あ
り
、
家
族
の
ケ
ア
に

も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
大
変
で
と
て

も
た
ち
う
ち
で
き
な
い
臨
床
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
実
際
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
の
流
れ

を
過
ご
す
患
者
様
と
ご
家
族
、
急
激
な
病
状
の
変

化
の
中
に
も
ほ
っ
と
し
た
ひ
と
時
の
あ
る
空
間
、

そ
こ
は
看
護
師
が
率
先
し
て
患
者
様
に
何
か
を
提

供
す
る
の
で
は
な
く
、
患
者
様
が
希
望
を
持
っ
た

り
、
何
か
を
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
を
支
え

る
場
所
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
に
そ
う
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
の
は
、
60

代
の

Ｈ
氏
。
腎
臓
癌
と
診
断
さ
れ
、
7
年
8
か
月
闘
い
、

最
期
の
10

か
月
は
緩
和
ケ
ア
病
棟
で
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。
入
院
時
か
ら
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
、

看
護
師
に
頼
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
今
後
へ
の

高
ま
る
不
安
や
弱
音
を
吐
く
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
病
状
の
進
行
に
伴
い
、
痛
み
や
倦
怠
感
は
増
強

し
、
A
D
L
（
日
常
生
活
動
作
）
も
低
下
。
夜
間

の
不
眠
に
も
襲
わ
れ
た
入
院
８
ヵ
月
目
に
、Ｈ
氏

が
「
カ
ラ
オ
ケ
が
し
た
い
な
。」
と
一
言
。
何
か

を
決
心
し
た
か
の
よ
う
に
、
希
望
を
表
出
し
て
く

れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
絶
対
に
叶
え
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
腎
臓

癌
と
診
断
さ
れ
る
前
、
カ
ラ
オ
ケ
の
先
生
を
さ
れ

て
い
た
Ｈ
氏
は
、
生
徒
さ
ん
を
呼
ん
で
み
ん
な
で

や
り
た
い
と
希
望
さ
れ
ま
し
た
。Ｈ
氏
の
希
望
を

叶
え
る
た
め
に
、
日
程
調
整
、
物
品
の
準
備
、
当

日
の
他
の
患
者
へ
の
配
慮
な
ど
、
家
族
、
担
当
リ

ハ
ビ
リ
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

準
備
を
す
す
め
ま
し
た
。

　
当
日
は
Ｈ
氏
の
体
力
の
消
耗
を
考
え
、
１
時
間

ほ
ど
で
し
た
が
、
奥
様
、
生
徒
さ
ん
、
ご
友
人
の

方
が
合
わ
せ
て
20

名
ほ
ど
来
院
さ
れ
、
サ
ロ
ン
で

盛
大
に
、
そ
し
て
と
て
も
幸
せ
な
ひ
と
と
き
が
流

れ
ま
し
た
。「
入
院
し
た
時
か
ら
、
カ
ラ
オ
ケ
を

や
り
た
い
な
ぁ
っ
て
思
っ
て
い
た
。
楽
し
か
っ
た
。

あ
り
が
と
う
。」
と
言
わ
れ
た
時
の
握
手
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
か
ら
約
1
か
月
後
、Ｈ
氏
は
ご

家
族
に
見
守
ら
れ
亡
く
な
り
ま
し
た
。
亡
く
な
る

２
日
前
ま
で
、
何
と
し
て
も
ト
イ
レ
に
は
行
く
ん

だ
と
全
身
の
激
痛
と
闘
い
な
が
ら
、
看
護
師
３
人

の
手
を
借
り
、
車
い
す
で
ト
イ
レ
に
行
き
ま
し
た
。

亡
く
な
る
前
日
ま
で
、
ど
ん
な
に
苦
し
く
て
も
薬

だ
け
に
頼
る
の
は
嫌
だ
と
い
う
Ｈ
氏
の
考
え
や
本

人
ら
し
さ
を
尊
重
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
、「
よ

し
、
そ
れ
で
い
こ
う
。」
と
自
己
決
定
さ
れ
る
こ

と
を
支
え
ま
し
た
。
私
が
最
期
ま
で
Ｈ
氏
を
支
え

ら
れ
た
の
は
、
力
強
く
生
き
よ
う
と
す
る
姿
を
見

せ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
あ
り
、
私
も
Ｈ
氏
に
支
え

ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
看
護
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
ケ
ア
を
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
章
・
写
真
掲
載
を
快
く
承
諾
し
て
く
だ
さ
っ

た
H
氏
の
奥
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。）

支える場所として、

人と人をつなぐケアを。

A5北病棟　看護師　溝口　亜貴子

vol.

20

緩和ケアだより

患
者
様
の
希
望
を

　
　
　
　
支
え
る
場
所



・自由な生活

・自分らしい暮らしのつづき

・利用者さんに合わせた介護

・みんなで作り上げていく生活

・厨房で調理される温かい

　お食事の提供

・看取りの体制が整っており、

　ずっと暮らし続けられる

おすすめポイント！

第 21回 医療福祉相談室便り

連携施設に
　おじゃましました！

ケアハウス

ゆーとりあさん

　ケアハウスとは、身体機能の低下等により自立した生活に不安がある60
歳以上の方が対象となる施設です。
　ゆーとりあさんでは、それまでの暮らしの継続と地域やご家族とのつな
がりある暮らしを大切にしておられます。施設内での決まったスケジュー
ルではなく、利用者さんに合わせたおもいおもいの生活・暮らしのサポー
トが受けられます。また、特定施設入居者生活介護の指定を受けておられ
るので、介護が必要となった時も安心して住み続けることが可能です。

　お部屋は全室個室であり、自宅と同様に
自分の生活時間をゆっくり過ごせます。
　また、施設が企画される外出はもちろ
ん、電車等で遠出される方、地域のボラン
ティア活動に参加されている方もおられ、
これまでの生活を続けていけます。
　施設内のクラブ活動も充実しており、手
芸クラブやフィットネスクラブなどがあり
ます。
　また、クラブ活動とは別に皆さんの特技
が活かされ、コミュニティースペースで七夕
飾りの準備をしておられたり、施設内の絵
画を提供されたりといきいき過ごされてい
ました！！

自宅と同様に過ごせる
快適空間！

06

第8回

職員の皆さん

お部屋は、お気に入りの家具など

自由に持ち込めます

お誕生日会でのお食事

自分で並んで好きな量、おかずを選べます！

特別浴室の浴槽は青森ヒバ製の個浴

開放感あふれる吹き抜けのエントランス

　　食堂ののれんも

手芸クラブの作品

七夕飾り製作中

【施設概要】

　　ケアハウス　ゆーとりあ

〒599-8234　大阪府堺市中区見野山162番地

☎072-236-8779
入所のご相談はこちらまで
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栄養部便り
夏野菜をおいしく

食べよう！〈　　　  　　  〉

 紫陽花が咲き始め、梅雨の時期になりました。梅雨が明けると、いよいよ夏本番を迎えます。

 夏に旬を迎えるオクラは、βカロテンが豊富で皮膚や粘膜を健康に保ち、風邪予防にもな

ります。さらにオクラのネバネバ成分には、食後の血糖値や中性脂肪の上昇を抑える働き

がある水溶性食物繊維のペクチンや、胃腸の粘膜を保護したりタンパク質の消化を助け

る働きがある糖タンパク質のムチンが含まれています。

 また、豚肉に含まれるビタミンＢ１と梅干しに含まれるクエン酸は疲労回復の効果もありま

す。梅干しの酸味には食欲を増進させる作用もあるため、夏バテ予防におすすめです。

　素材の持つ力を活かし、元気に夏を乗り切りましょう！

豚肉とオクラで元気なカラダ作り

・オクラのネバネバ成分は水溶性のため、
　あまり茹ですぎないようにしましょう。
・豚肉を斜めに置き、オクラを転がすように
　巻くときれいに巻くことができます。

ワンポイントアドバイス

①梅干しは種を取り除き、スプーンなどでつぶす。

②鍋に水を入れ火にかけ、沸騰したらオクラをさっと塩茹でし、

ザルにあげる。オクラが冷めたらヘタの部分を切り落とす。

③豚肉を広げ①の梅肉を塗り、豚肉１枚でオクラ１本を巻く。

④フライパンにごま油を敷き③を焼く。

⑤肉に火が通り焼き目がついたら、器に盛りつける。

材料（一人分）

〈作り方〉

梅干しの酸味で食欲ＵＰ！『豚肉の梅オクラ巻き』

　訪問看護室は院内の訪問看護と退院前・後の訪問看護指導を
中心に活動しています。
　具体的な活動内容は、

　●退院前の在宅環境調整や試験外出・外泊時の訪問
　●退院直後から在宅生活が落ち着くまでの間の医療処置や

療養生活状況の確認と家族（介護者）支援等です。
　また、ケアマネージャーからの相談に応じて食事や排泄、入浴等の
実施とその方法の助言、指導を行ったりしています。
　生活環境や家族状況はそれぞれ違いますが、地域ケアシステムの
中で、その一端が担えるよう、“住み慣れた住まいで”不安なく過ご
していただける、支援活動をしていきたいと考えています。

ご自宅で不安なく過ごしていただくためにご自宅で不安なく過ごしていただくために

～平成28年10月から活動を開始しています～～平成28年10月から活動を開始しています～
看護部便り看護部便り

付け合せはお好みで

◎写真はえごま、
　プチトマトを使用。
　大根おろしも
　おすすめです。

●梅干し 適量
●オクラ ３本
●塩 少々
●豚肉の薄切り 3枚（約50ｇ）
●ごま油 適量

あじさい



当院へのアクセス

▶泉北高速鉄道「深井駅」

●送迎バス時刻表◎送迎バスが駅から送り迎え致します。

▶JR阪和線「上野芝駅」

※深井駅のバス乗り場は事情により若干移動することがあります。
※道路事情により遅れる場合がございますのであらかじめご了承ください。

阪和第二泉北病院

泉北高速
鉄　　道
深 井 駅

 J　　 R
阪 和 線
上野芝駅

道路事情により遅れる場合がありますので

あらかじめご了承ください。

  電車でお越しの方

①南海高野線「中百舌鳥駅」 、

　地下鉄御堂筋線「なかもず駅」より、

　南海バス「もず陵南町西」下車南へ徒歩5分、

　もしくはタクシー(2.2km)

②JR阪和線「上野芝駅」 、

　泉北高速鉄道「深井駅」より、

　病院送迎バス、もしくはタクシ一(1.7km)

  お車でお越しの方

①阪神高速堺線終点下車、26号線浜寺中学校

　左折、約10分

②阪和自動車道堺IC下車、約15分

〒599-8271 大阪府堺市中区深井北町3176番地
TEL. 072（277）1401（代）　
http://www.kinshukai.or.jp/kinshukai/hanwadaini/

［住　所］
［連絡先］
［U R L］

泉北高速鉄道　深井駅
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《周辺地図》

医療法人 錦秀会

阪和第二泉北病院

　撮影者：職員 西村 太一

現在、病院建物外壁
の美装工事中です。
ご迷惑をおかけしま
すが、ご協力お願い
致します。

お知らせ
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